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ィヤ･ハムカ大学（University of Muhammadiyah Prof. 
Dr. Hamka，以下「ハムカ大学」）（写真 1）との学術
交流協定および学生交流協定の締結が正式に承認さ












本稿は，2015 年 3 月に実施された鳥取大学地域学部の専門科目「海外フィールド演習・インドネ
シアプログラム」を概観する。このプログラムに参加した学生たちの経験を記したレポートをとお
                                                                 
*鳥取大学地域学部地域政策学科（執筆担当箇所：1., 2., 3., 5.） 
**ムハマディヤ･ハムカ大学教育学部（執筆担当箇所：4.） 
写真 1 ムハマディヤ・ハムカ大学（B キャン
パス）外観（2015 年 12 月 24 日 仲野撮影） 
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して，学生たちにとってのこのプログラムの意義や成果を明らかにする。そしてこの 3 年間の同プ
















































 今回のプログラムへの鳥取大学からの参加学生は 8 名だった。その内訳は 2 年生が 7 名，3 年生
は 1 名だった（学年は 2015 年度時点のもの）。学科別に見ると地域政策学科が 5 名，地域教育学科
が 1 名，地域文化学科が 2 名で，地域環境学科からの参加者はなかった。性別に関しては，これま
でではじめての男性参加者が 1 名あった。他の 7 名は女性だった。地域政策学科の仲野誠が引率教
員として参加した。また，そのほか，他大学の学生 1 名が合流した。 
ハムカ大学からは 8 名の学生が参加した（表 2）。全員同大学教育学部日本語教育学科の学生で，





  表 1 鳥取大学からの参加学生    表 2 ハムカ大学からの参加学生  
  所属 学年 性別  所属 学年 性別 
1 地域学部地域政策学科 3 女性 1 教育学部日本語教育学科 3 女性 
2 地域学部地域政策学科 2 女性 2 教育学部日本語教育学科 3 男性 
3 地域学部地域政策学科 2 女性 3 教育学部日本語教育学科 2 女性 
4 地域学部地域政策学科 2 女性 4 教育学部日本語教育学科 2 女性 
5 地域学部地域政策学科 2 男性 5 教育学部日本語教育学科 2 男性 
6 地域学部地域教育学科 2 女性 6 教育学部日本語教育学科 1 女性 
7 地域学部地域文化学科 2 女性 7 教育学部日本語教育学科 1 女性 
8 地域学部地域文化学科 2 女性 8 教育学部日本語教育学科 1 女性 
 
 学生たちは春組，夏組，秋組，冬組の 4 つに分かれた（写真 2～5）。それぞれ日本から来た学生
が２名ないし 3 名，ハムカ大学の学生が 2 名，合計 4 名ないし 5 名で構成された。そして各グルー










写真 3 夏組のメンバー 
（2015 年 3 月 14 日 仲野撮影） 
写真 2 春組のメンバー 
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2  2  2  3 男  
3  2  3  2 女  
4  2  4  2  
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写真 3 夏組のメンバー 
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写真 2 春組のメンバー 
（2015 年 3 月 14 日 仲野撮影） 
仲野ほか：「海外フィールド演習･インドネシアプログラム」3年間の成果 
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写真 3 夏組のメンバー 
（2015 年 3 月 14 日 仲野撮影） 
写真 2 春組のメンバー 
（2015 年 3 月 14 日 仲野撮影） 















 本プログラムの日程は表 3 のとおりである。 
 
表 3 2014 年度インドネシアプログラム日程 
日 付 活 動 内 容 
2015/03/13(金) 07:05 鳥取空港発（NH292） 08:15 羽田空港着 10:10 羽田空港発（NH855） 15:55 スカルノ‐ハッタ空港着 夜：ミーティング 





3/17(火) エクスカーション（ブカシ：廃棄物の山 バンタール・グバン Bantar Gebang とそ
こで働く人たちの子どもたちが通う学校（Yayasan Tunas Bangar Gegang） 
3/18(水) ハムカ大学見学（授業参加，お祈り，信仰などに関するディスカッションなど） 
3/19(木) 朝：カンプンナガ村(Kampung Naga)に出発 午後：村に到着 
夜：モスクでのお祈り，祈りに関する質疑応答・対話など 
3/20(金) カンプンナガ村フィールドワーク 昼：モスクでのお祈り 夜：村人との交流 
3/21(土) 午前：宗教学校 Pesantren 訪問 昼：カンプンナガ村発 夜：大学着 
3/22(日) ホストファミリーとの活動日 
3/23(月) 午前中：プログラムの振り返り 15 時：プログラム修了式 21:35:スカルノ‐ハッタ空港発（NH856） 
3/24(火) 07:00 羽田空港着 10:40 羽田空港発（NH295） 12:00 鳥取空港着 解散 
 
 次にこの表 3 に記載されたプログラム内容を順に概観しよう。その際，学生たちのレポートを適
宜引用しながら，その時々に学生たちが受け止めたことやプログラムの現場に立ち上がった重要な
写真 4 秋組のメンバー 
（2015 年 3 月 14 日 仲野撮影） 
写真 5 冬組のメンバー 











































に到着した学生たち（2015 年 3 月 13 日 仲
野撮影） 
写真 7 空港からホテルに移動する道中のジ
ャカルタの渋滞（2015年 3月13日 仲野撮影） 
写真 8 インドネシアの結婚式に参列 
（2015 年 3 月 14 日 仲野撮影） 





































3 月 15 日 
 この日はジャカルタ市内のエクスカーションを実施し
た。訪れた場所は独立宣言文起草博物館（Museum 
Perumusan Naskah Proklamasi），独立宣言広場（写真 10），
写真 9 結婚式で初対面の参列者とともに
踊る（2015 年 3月 14 日 仲野撮影） 
写真 10 独立宣言広場を訪問（2015 年 3 月











































年 3 月 17 日 仲野撮影） 









































写真 12 バンタール・グバンでの誕生日 










































写真 13 ハムカ大学の授業に参加（2015 年 3
月 18 日 仲野撮影） 
写真 15 伊藤紀恵と学生たちの対話（2015 年
3 月 18 日 仲野撮影） 
写真 14 ハムカ大学の授業に参加（2015 年 3
月 18 日 仲野撮影） 














































































 この村には 2 泊 3 日滞在した。翌 2 日目は終
日村の中で過ごした。 
 
3 月 20 日 
 この日は村の人びとの案内でカンプンナガの
村歩きをし，暮らしや生業あるいは信仰などに
写真 17 カンプンナガ村に到着（2015 年 3月 19
日 仲野撮影） 
写真 18 カンプンナガ村を歩く（2015 年 3月 20
日 仲野撮影） 








































3 月 21 日 












 13 時半にカンプンナガ地区を出発し，21 時にハム
カ大学にも戻った。 
 
































年 3 月 21 日 仲野撮影） 
写真22 テーマパークでのホストフ
ファミリーとの自由日（2015 年 3 月
22 日 加藤聖月撮影） 
50 地　域　学　論　集………………第 12 巻………………第…３…号（2016）…地域学論  第 12 巻 第 3 号 (2016) 
 
3 月 23 日 




































グラム」への留学である。2014 年 7 月 12 日から 7 月
28 日まで，ハムカ大学教育学部日本語教育学科の 2 年
写真 23 プログラムの修了証を受け取る
（2013 年 3 月 23 日 仲野撮影） 
写真 24 振り返りの後の集合写真（2015 年 3
月 23 日 仲野撮影） 
写真 25 2014 年度の「鳥取大学 短期日
本語・日本文化研修プログラム」留学生
たち（2014 年 7月 13 日 仲野撮影） 
51仲野　誠・伊藤紀恵：「海外フィールド演習・インドネシアプログラム」３年間の成果仲野ほか：「海外フィールド演習･インドネシアプログラム」3年間の成果 
生 2 名（全員女性）がこのプログラムに参加して日本語を学んだ
（写真 25）。翌 2015 年は 6 月 28 日から 8 月 4 日まで，同学科の 1





次いで，2015 年度には鳥取大学は 2 名の国費留学生をハムカ大
学から迎え入れている（写真 27）。そのうち 1 名は「国費外国人
留学生（日本語・日本文化研修留学生）」である。これはハムカ大
学の 2年次を終了した学生（女性）が 2015 年 10 月から 2016 年 9
月までの 1 年間，国費外国人留学生として日本語・日本文化を学
んでいる。もう 1 名の国費留学生は，ハムカ大学教育学部日本語






学術交流および学生交流協定の締結のために 2013 年 10 月










 また，2016 年 3 月にも地域学学部の招へいでハムカ大学の 4名の教員がインドネシアに関するレ
クチャーのために来日することが予定されている。 
 以上はハムカ大学から鳥取大学への訪問の履歴である。その一方で，鳥取大学地域学学部地域政







写真 26 2015 年度の「鳥取大
学 短期日本語・日本文化研修
プログラム」留学生たち（2014
年 6 月 28 日 仲野撮影） 
写真 27 2015 年 10 月から鳥取大学
で学んでいる文部科学省国費留学生
たち（2015 年 10 月 1 日 仲野撮影） 
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表 4 鳥取大学とハムカ大学の人的交流（インドネシアプログラム以外） 






2014 年 7 月 12





教育学科の 2 年生 2 名（全
員女性） 
2015 年 6 月 28





教育学科の 1 年生 1 名（女
性）と 2 年生 1 名（男性） 






教育学科の 2 年修了生 1 名
（女性） 





教育学科講師 1 名（男性） 
教員の交
流 
2013 年 10 月 4







2015 年 3 月 4

























策学科卒業生（女性 1 名） 
 






















































（2014 年 3 月 16 日 伊藤撮影） 


















































































写真 29 夜，毛布をかけて暖めてくれた学生たち 
（伊藤撮影） 


















































































写真 30 はじめてひとりで入った食堂の家族 
（伊藤撮影） 


















































































写真 31 ハムカ大学の警備員たちと伊藤（右端） 
（2015 年 9 月 24 日 仲野撮影） 









































写真 32 大学の後輩を抱きしめる 
（2015 年 3 月 18 日 仲野撮影） 
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資 料 
 
「2014 年度 海外フィールド演習･インドネシアプログラム」に参加した 
鳥取大学地域学部学生のレポート 
 
 本稿の資料として，このプログラムに参加した鳥取大学地域学部の 8 名の学生たちが帰国後の






中村 稜子（地域政策学科 3年生） 
 
はじめに 
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私が今ここで生きるための心構え 
 
















































































































































































































































し，この場で一緒に歌い踊ったことで，受け入れられていることを感じることができた。   
私は，いつもなら時間に縛られていて，何かに追われているような気持ちになり，毎日毎日せか
せかとしていた。何かをゆっくり考えたり，本を読んだり，自分と向き合う時間をつくったり，そ














































 あなたから苦しみを奪えたその時 私にも生きてゆく勇気が湧いてくる 
 あなたと出会うまでは 孤独なさすらい人 


























































向き合おうとしなかった 19 歳，何かがくずれた 20 歳 
 




























































































自分の言葉で伝えていきたいと思っている。研修は約 10 日間という短い期間だったが，この 10 日
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インドネシアで過ごした愛の 10 日間 
 













































































持っていった。それくらい私は 2 泊 3 日のカンプンナガの旅を心配していた。 
 けれどカンプンナガについてみると，とても素敵な村だと思った。カンプンナガで暮らす人びと





















































 ハムカ大学の友人は私たちが帰国してから，Facebook に「愛の 10 日間をありがとう」と言葉を
残していた。本当に，その通り，愛の 10 日間だったと思う。温かさといくつもの笑顔と涙，優しさ，













井上 舞（地域文化学科 2 年） 
 
はじめに 

































































































































































































加藤 聖月（地域文化学科 2年） 
 
はじめに 




























































































































(2016 年 1 月 29 日受付，2016 年 2 月 3 日受理) 
 
